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ソーシャルレジャープロジェクト「美
うま
し国おこし・三重」

　この企画は、「美し国おこし・
三重」プロジェクトの一つで、
自然環境の保全・再生に関わ
る社会貢献活動に誰もが楽し
めるレジャー活動を組み合わ
せた新しい形のボランティア
活動であり、仲間づくりやネッ
トワークづくりのきっかけとな
る取り組みです。

　牛草山を守る会（日向）が、登山道の清掃や森林浴による健康増進効果を体験する「牛草山へ
のリフレッシュ登山～出会い～」を企画。去る10月29日、爽やかな秋晴れの下、参加した町内外
38人の皆さんは、語り部のガイドにより、見て、触れて、学び、牛草山での一日を満喫しました。

山頂からの絶景を眺める参加者の皆さん

　度会町と南伊勢町にまたがる標高 550.3 ｍの「牛草山」。
山頂からは志摩半島や五ケ所湾、伊勢湾、熊野灘が見渡
せる絶景のスポット。登山コースには、樹齢 200 年以上の
巨木や大日如来像など、見どころがたくさんあります。
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絶
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．
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絶
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落
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。
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。
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３
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コ
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牛草山 リフレッシュ登山
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牛草山の登山道を歩いていくと、一輪の「リンドウ」に出会いました。 ▼関連記事：⑱編集後記
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　牛草山を守る会
　会長　橋本丈男さん

　「牛草山を守る会」は風倒木の除去・
景観づくりや、自然環境の保全維持、道
中の遺跡の保護管理、登山者の案内（語
り部）などを行っています。
　今回の企画では、「美し国おこし・三
重」実行委員会の協力により、総勢38人
で登山道を整備し、日向の昔の生活古
道を散策しました。山頂ではリアス式
海岸や度会アルプスの山々を展望し、温
かい鹿カレーライスを食べ、参加者相互
の交歓もある楽しい一日であったと感
謝感激しています。
　今後もこのような企画や、ほかの「守
る会」との連携事業も計画したいと考え
ています。

➊水呑み場 ➋力こぶ ➌大日如
来像/木花咲耶姫命像(日向浅間
山) ➍杵石 ➎臼石 ➏牛草辻から
の風景 ➐語り部ガイドのようす
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０
０
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憩
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ぶ
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。
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。
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萱
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し
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。
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牛草山登山コース（片道：2 時間 30 分～ 3 時間）
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町職員の
給与・勤務

状況

お知らせ

　
地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価

と
し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、

民
間
と
の
比
較
、
国
家
公
務
員

や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え

て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
度
会
町
職

員
の
人
事
行
政
の
運
営
な
ら
び

に
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職員の平均給料・給与月額、平均年齢 （平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 299,644 円 260,288 円
平均給与月額 339,338 円 272,329 円
平  均  年  齢 40.7 歳 51.8 歳

※給与とは、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

区　分 月　額 期末手当 勤勉手当

報
酬

議　長 280,000 円
  ６月期 1.45 月分
１２月期 1.55 月分
　 計　3.00 月分

－
副議長 216,000 円
委員長 206,000 円
議　員 197,000 円

町議会議員の報酬など （平成23年度）
区　分 月　額 期末手当 勤勉手当

給
料

町　長 717,000 円   
（730,000 円）  ６月期 1.90 月分

１２月期 2.05 月分
　 計　3.95 月分

－副町長 554,000 円   
（560,000 円）

教育長 494,000 円   
（500,000 円）

特別職の給料など

※（　　）内は、減額措置する前の月額です。
※ 平成 23 年 6 月 22 日～ 7 月 30 日の給料は、減額措置する前の月額で支給しています。

（平成23年度）

職員１人当たりの額 （平成 22 年度決算）
職員１人当たりの給与 5,124,000 円

ラスパイレス指数 93.7 
※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を

100 とした場合の当町職員の給与水準です。

職員の初任給 （平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　分 町 国
高校卒 140,100 円 140,100 円
短大卒 149,800 円 149,800 円
大学卒 161,600 円 172,200 円

（一般行政職）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額 （平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　分 10 年 15 年 20 年
高校卒 205,400 円 250,400 円 288,400 円
大学卒 234,600 円 281,000 円 315,400 円

（一般行政職）

（各年 4 月 1 日現在）部門別職員数の状況と主な増減理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区分  部門・該当課

職　　員　　数 対 前 年 主な増減理由平成22年 平成23年 増 減 数

一

般
　
行
　
政

議　　会 議会事務局 2 2 0 －

総　　務 総務課・出納室・税務住民課（戸籍） 
政策調整室 17 17 0 －

税　　務 税務住民課（税務） 6 6 0 －
農林水産 産業振興課（農林施設・振興） 4 4 0 －
商　　工 産業振興課（商工労働） 1 1 0 －
土　　木 建設課（建設） 4 4 0 －

民　　生 福祉保健課（福祉・保育所） 
税務住民課（年金保険） 34 34 0 －

衛　　生 生活環境課（衛生） 
福祉保健課（保健センター） 9 9 0 －

小　　　計 77 77 0
特
別
行
政

教　　育 教育委員会（事務局・学校・給食
センター・公民館） 16 14 △ 2 給食センター調理員の退職および異動に

よる減員（△ 2）
小　　　計 16 14 △ 2

公
営
企
業
等

水　　道 生活環境課（水道） 2 2 0 －

そ  の  他 税務住民課（国保・後期高齢者医療） 
福祉保健課（介護） 8 7 △ 1 職員の異動による減員（△ 1）

小　　　計 10 9 △ 1
合　　　　　　計 103 100 △ 3

※職員数は一般職に属する職員数です。

職員数の状況

給与の状況

特別職の状況

問合先  役場総務課（☎ 62-1111）
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勤務時間
　週３８時間４５分勤務で、１日の勤務時間は午
前８時３０分から午後５時１５分までです。
　保育所については、住民サービスの向上な
どを目的に延長保育を行っています。そのた
め、勤務時間帯をスライドさせるなど、異なる
勤務形態をとっています。
休暇制度
　休暇には大きく次の４つがあります。
①�年次有給休暇　１年（暦年）当たり２０日間

の年次有給休暇が与えられます。残数があ
る場合は、２０日を限度として翌年に繰り越
すことができます。
②�病気休暇　病気療養に必要な期間（９０日以

内）について有給で与えられます。
③�特別休暇　特定の事由に基づいて有給で認

められます。結婚休暇、忌引休暇、産前・
産後休暇、ボランティア休暇、夏季休暇な
どがあります。
④�介護休暇　配偶者などの介護が必要な期間
（連続して６か月以内）について無給で与え
られます。

分限処分
　分限処分は、公務能率を維持することを目
的として、心身の故障や職に必要な適格性を
欠くなど、一定の事由がある場合に、職員の
意に反する不利益な身分上の変動をもたらす
処分です。その種類として、免職、降任およ
び休職があります。
　平成２２年度の分限処分はありませんでした。
懲戒処分
　懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務な
どに違反した場合に道義的責任を問うことによ
り、公務における規律と秩序を維持することを
目的とする処分です。その種類として、免職、
停職、減給および戒告があります。
　平成２２年度の懲戒処分はありませんでした。
　町民の皆さんからの信頼を確保していくため
に、今後とも服務規律の遵守徹底を図るとと
もに、不祥事が発生した場合には、厳正に処
分します。

職員の退職
　平成２２年度中の職員退職状況は、次のとお
りです。

一般行政職 労務職 計
定 年 1 1 2
普 通 2 1 3
勧 奨 0 0 0

計 3 2 5

住居手当
738千円

時間外勤務
手当等
5,531千円

宿日直手当
639千円

管理職手当
3,300千円

特殊勤務手当
476千円

子ども手当 5,087千円

期末・勤勉手当
113,654千円
期末・勤勉手当
113,654千円

給料
326,224千円

給料
326,224千円

扶養手当
6,606千円
扶養手当
6,606千円

管理職手当
3,300千円

通勤手当
1,942千円
通勤手当
1,942千円

投開票事務手当
7,975千円

投開票事務手当
7,975千円

管理職特別
勤務手当
100千円

管理職特別
勤務手当
100千円

職員給与費
平成２３年度

一般会計当初予算
給与費総額
４７２，２７２千円

区　　分 内　　　　容

扶養手当 ＊ 扶養親族のある職員

・配偶者　　　　月額　13,000円
・配偶者以外　　月額 　 6,500円
※ 16 ～ 22 歳の子は、1 人につき 5,000

円加算
※ 職員に配偶者がない場合は、そのうち

の 1 人については 11,000 円を支給

住居手当
借家、アパートなどを借り受け、
一定額以上の家賃の支払いがあ
る職員

上限　26,000 円

時間外勤務手当 ＊ 正規勤務時間以外の時間の業務
・ 勤務１時間当たりの給与額に125/100

を乗じた額（午後10時～午前5時までの
場合、さらに25/100を加算）

・代休による対応あり

休日勤務手当 ＊ 祝日法による休日における業務
・ 勤務１時間当たりの給与額に135/100

を乗じた額（午後10時～午前5時までの
場合、さらに25/100を加算）

・代休による対応あり
宿日直手当 ＊ 閉庁日の日直業務 1 回　  4,200 円
管理職手当 一般職員（課長級以上） 月額　25,000 円
期末手当 ＊ 6月期  1.225月分　12月期  1.375月分

職級に応じて、加算額あり
勤勉手当 ＊ 6月期  0.675月分　12月期  0.675月分

通勤手当
通勤のため、交通機関または自
動車などの交通用具を使用する
場合

・自動車などを使用しての通勤距離（片道）
　  5㎞以上10㎞未満    2,000円
　10㎞以上15㎞未満    4,100円
　15㎞以上20㎞未満    6,500円
　65㎞まで5㎞ごとに支給額を設定
・公共交通機関使用の場合などの規定あり

特殊勤務手当
伝染病防疫作業 1 日　700 円
美化センターごみ収集作業 1 日　600 円

退職手当 ＊

定年・勧奨退職の場合
勤続35年以上　退職時本俸×59.28
勤続30年　　　退職時本俸×51.48
勤続25年　　　退職時本俸×42.12

・ 5年単位で3例を挙げましたが、退職事
由および勤続期間年数により乗数は変
わります。

・早期勧奨特例措置あり

＊は、国と同じ基準です。

職員の採用
　職員の採用は、行政需要の動向や今後の
退職者数などを考慮して行っています。
　平成２３年４月１日の職員新規採用状況は、
次のとおりです。

一般行政職
人 数 2

（平成23年度）

人件費の状況

手当の状況

勤務の状況

その他
1,719,658千円
44.1%

扶助費
308,501千円
7.9%

扶助費
308,501千円
7.9%

人件費
760,965千円
19.5%

人件費
760,965千円
19.5%

その他
1,719,658千円
44.1%

公債費
359,185千円
9.2%

公債費
359,185千円
9.2%

投資的経費
751,572千円
19.3%

投資的経費
751,572千円
19.3%

人件費
平成２２年度

普通会計決算
普通会計歳出総額
３，８９９，８８１千円
うち人件費
７６０，９６５千円

※ 人件費には、一般会計の
給与のほか、町長をはじ
め特別職や議会議員およ
び各種委員などの給料、
報酬などを含んでいます。

※ 職員手当には、退職手当は
含まれていません。

※ 職員給与費とは、人件費の
うち一般職に支給される
給料、諸手当をいいます。



度会町人権教育推進協議会
　　　　　担当／役場総務課
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人
権
に
つ
い
て

考
え
る

男女共同参画社会の形成
　男女共同参画社会とは、男女が社会の対等な構成員として、自
らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機
会が確保され、それぞれに多様な生き方が認められる社会です。
　女性への暴力の根絶など、人権についても尊重されなければな
らないことはもちろんですが、これまで性別を理由に女性が排除
されてきた分野への参加を促進すること、男性の家庭への参加を
促すなど男女が共に尊重しあう社会形成をめざしています。
　国においては、平成１１年に「男女共同参画社会基本法」が制
定されました。
　県においても、平成１２年に「三重県男女共同参画推進条例」
を制定し、平成２３年には、近年の社会経済情勢の変化に対応し
つつ、県が県民、事業者、市町等の多様な主体との連携・協働
により男女共同参画の推進に関する施策を総合かつ計画的に推
進し、着実に男女共同参画社会の実現を図るため、その指針とな
る「第２次三重県男女共同参画基本計画」を策定しました。

第２次三重県男女共同参画
基本計画の基本的な視点
①私たちがめざす社会
　すべての人々の人権が保障され、性別にかかわらず、個人とし
て能力と個性が十分に発揮でき、多様な生き方が認められる社
会であり、男女が対等な立場で社会のあらゆる分野に共に参画
し、責任を分かち合う男女共同参画社会です。
②社会制度・システムの普及促進
　地域での支え合いや社会環境の整備を推進するとともに、雇
用や社会保障などのさまざまな制度・社会システムを、男女共
同参画を推進するために、特に仕事と生活の調和が促進される
ように普及していきます。
③総合行政としての取組
　県のあらゆる分野における政策・方針の決定や実施にあたり、
男女共同参画の視点を反映させるよう努めるとともに、男女共
同参画社会の実現に向け、関係部門の連携により、総合的に取
組を行います。
④県民・事業者、市町等との協働
　県民やＮＰＯ、各種団体、事業者、教育・研究機関、市町等
の主体的な活動を尊重しながら、必要な支援を行うとともに、
これら多様な主体と連携して男女共同参画社会の実現に向けて
取り組んでいきます。

　今年度は当町においても男女共同参画に関する意識調査を行
いました。今後、調査結果や国・県の計画、第６次度会町総合
計画との整合性を踏まえ、男女共同参画社会のめざす姿につい
て検討を進めていきます。

リレー連載　No.32
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１
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

所
得
税
額
と
、
毎
月
の
給
与
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計

額
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
な
ど
に

よ
り
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

① 

結
婚
な
ど
に
よ
り
年
の
中
途
で

扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
場
合

が
あ
る
。

② 

生
命
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
特

別
控
除
な
ど
は
、
年
末
に
１
度

に
控
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の

給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
、

過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま

す
。

　

こ
の
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る

方
は
、
年
末
調
整
を
行
う
日
ま
で

に
『
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
』
を
提
出
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

給
与
所
得
の
金
額
の
計
算

　

給
与
所
得
の
金
額
は
、
給
与
の

収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

を
差
し
引
い
て
算
出
し
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
勤
務

に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算
控

除
と
し
て
、
給
与
所
得
控
除
額
が

給
与
の
年
収
額
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合

　

給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次

の
よ
う
な
方
は
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

① 

１
年
間
の
給
与
収
入
が
、
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

② 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
方

③ 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
（
収
入
金
額

－

必
要

経
費
）
の
合
計
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合

　

確
定
申
告
を
す
る
義
務
が
な
い

方
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

① 
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

② 

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③ 

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④ 

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

⑤ 

給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
を
受
け
る
場
合

●
問
合
先　

　
伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
☎
２
８

－

３
１
９
４

　国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用する
と、自宅やオフィス、税理士事務所からインターネッ
トで国税の申告、納税および申請・届出などができ
るため大変便利です。
e-Taxで申告をすると
①自宅からインターネットを利用して申告できます。
②最高４，０００円の税額控除が受けられます。
※ これまでの確定申告でこの控除の適用を受けた方

は、平成２３年分は受けられません。
③添付書類の提出を省略することができます。
④還付金が早く受け取れます。
　詳しくは、e-Taxホームページをご覧ください。
　http://www.e-tax.nta.go.jp
●問合先
　伊勢税務署個人課税部門
　☎２８-３１９４

e-Taxで確定申告
イー　タックス『

電
子
証
明
書
』は
お
持
ち
で
す
か
？

e-Tax

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、原
則『
電
子
証
明
書
』が
必
要
で
す
。

　

個
人
向
け
の
『
電
子
証
明
書
』
は
、

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
「
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
っ
て
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
度
会
町
に
住
民
票
の

あ
る
方
は
、
役
場
窓
口
で
「
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）」
を

入
手
し
、
申
請
書
な
ど
を
提
出
し
て

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
発
行
手
数
料

・
住
基
カ
ー
ド　

５
０
０
円

・
電
子
証
明
書　

５
０
０
円

住
基
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
の
取
得

は
お
早
め
に
！

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
発
行
手
続

き
に
日
数
が
か
か
る
た
め
、
確
定
申
告

の
時
期
が
近
づ
き
、
多
数
の
方
か
ら
住

基
カ
ー
ド
の
取
得
の
希
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
発
行
ま
で
に
数
週
間
か
か
る

場
合
が
あ
り
、
確
定
申
告
の
期
限
ま
で

に
発
行
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明
書
の

取
得
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、「
発

行
の
日
か
ら
３
年
間
」
で
す
。
更
新

時
期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
窓
口
で
電
子
証
明
書
の
更
新
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

役
場
税
務
住
民
課

　

☎
６
２

－

２
４
１
１

 

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は

　
　
　
　
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
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平
成
23
年
第
５
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
11
月
10
日
に
招

集
、
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

●
可
決
さ
れ
た
議
案

◎�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
つ
い
て

・
契
約
の
目
的

　
西
部
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

　
長
原
系
統
導
配
水
管
布
設
替
工

　
事
（
第
１
工
区
）

・
契
約
の
方
法

　
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
１
０
７
，
１
０
０
，
０
０
０
円

　

 （
う
ち
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
５
，
１
０
０
，
０
０
０
円
）

・
契
約
の
相
手
方
　

　

 

伊
勢
市
円
座
町
１
０
０
５
番
地

　

 

㈱
森
組　
代
表
取
締
役　
森
修

・
契
約
の
目
的

　
西
部
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

　
注
連
指
浄
水
場
改
良
工
事
（
電

　
気
計
装
設
備
）

・
契
約
の
方
法

　
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
５
１
，
７
６
５
，
０
０
０
円

　
（
う
ち
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

　
費
税
２
，
４
６
５
，
０
０
０
円
）

・
契
約
の
相
手
方
　

　
伊
勢
市
二
見
町
茶
屋
４
２
１
番

　
地
２　
㈱
イ
レ
ク
ト
伊
勢

　
代
表
取
締
役　
阿
形
治
信

ごみの収集・受入
日　　時 町美化センター 伊勢広域環境組合『清掃工場』

１２月４日（日）
午前９時～午後４時 粗大ごみ受入 休　み

１２月１０日（土） 休　み 休　み
１２月１１日（日） 休　み 休　み
１２月１７日（土） 休　み 休　み
１２月１８日（日） 休　み 休　み
１２月２３日（金） 休　み 休　み
１２月２４日（土） 休　み 休　み
１２月２５日（日） 休　み 休　み

１２月２６日（月）～２８日（水） 平常どおり 平常どおり
１２月２９日（木）

午前８時３０分～午後４時３０分 一般ごみ収集・受入 一般ごみ受入

１２月３０日（金）
午前８時３０分～午後４時３０分 一般ごみ収集・受入 一般ごみ受入

１２月３１日（土）～１月３日（火） 休　み 休　み
１月４日（水） 平常どおり 平常どおり

・町美化センター、伊勢広域環境組合とも、正午から午後１時までの搬入はご遠慮ください。
・年末は混雑が予想されますので、早めの搬入をお願いします。
・詳しくは、度会町カレンダー１２月をご覧いただくか、役場生活環境課までお問い合わせください。
●問合先　役場生活環境課（☎６２‐２４１５）

し尿などの汲み取り
・町許可業者の南島清掃(有)は、１２月３０日（金）から平成２４年１月４日（水）まで休みになります。
・早めに南島清掃（有）度会営業所までお問い合わせください。
●問合先　南島清掃（有）度会営業所（☎６３‐００３５）

く
り
味
南
瓜
を
栽
培
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、『
く
り
味
南
瓜
』
を

生
産
調
整
奨
励
作
物
と
し
て
推
奨

し
、
出
荷
に
対
し
て
助
成
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

栽
培
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
産
業
振
興
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　
12
月
22
日
（
木
）

●
申
込
条
件

・
生
産
調
整
作 

　

 

物
と
し
て
水

田
に
栽
培
す

る
こ
と

・
収
穫
し
た　

　

 『
く
り
味
南
瓜
』
を
農
協
へ
出

荷
す
る
こ
と

●
申
込
・
問
合
先

　
役
場
産
業
振
興
課

　
☎
６
２

－

２
４
１
６

平
成
23
年  

第
5
回 

度
会
町
議
会
臨
時
会
を
開
催

年 末 年 始 の ご み な ど の 取 り 扱 い
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図書館開放予定日

　 E n g l i s h  C a m p  

　 陸 上 競 技 部 　
　 国 体・東 海 高 校 新 人 大 会 で 活 躍！

　 文 化 祭
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 1年 濱口夏那　　私たち1年生は、ALTの先生5人と会話
やゲームで楽しんで、交流を深める授業を受けました。初め
の自己紹介では、ぎこちない英語だったのですが、ALTの先
生方が優しく発音を正してくださり、とてもなじみやすい雰囲
気の授業でした。また、絵しりとりゲームやQuestionゲーム
などの企画で、先生と班のみんなが協力し合って、ALTの先
生とだけでなく、まだ会話もほとんどなかった級友とも仲良く
なることができました。このように、みんなが楽しめたので、
私は「いい企画だな」と思いました。楽しかったおかげか、単
語を覚えるのが苦手だった私が、この体験で使った単語を覚
えています。この授業で、私は英語がもっと好きになりました。
これからに生かせる、楽しくすばらしい経験でした。

 生徒会長 登旭矢　　今年の「度高祭」は生徒会長として参加しました。昨年までとは違い、文
化祭の準備や運営などの仕事がたくさんあって、毎日が忙しかったです。当日は不安と緊張で
いっぱいでしたが、始まってみると次第にそれも消えて、楽しく過ごせました。クラスやク
ラブの企画は工夫がうかがえて、充実した文化祭になりました。
　生徒会の代表として今年の文化祭を迎え、大変な思いもしたけ
れど、すごく楽しかったし、良い思い出ができました。

 生徒会役員 吉岡加純　　私た
ち1年生は、今回初めて「度高祭」
を体験しました。 私のクラスは
お化け屋敷をしました。クラス一
丸となって制作し、当日はさまざまなハプニングがありました
が、無事に終えることができました。そのかいあって、「クラス
企画部門」で優勝することができました。私にはクラスのほ
か、生徒会や部活などの企画があったので、とても大変でし
たが、楽しく充実した二日間でした。来年の文化祭でも、クラ
スで賞を取れたらいいなと思っています。

　11月1、2日の両日で、『Heart in Close Cooperation ～心を合
わせて～』をテーマに、「2011年度度会校舎文化祭」が行われました。

　1日目の開祭式では、クラス・クラブ・委員会が作った垂れ幕を左右のギャラリーから降ろ
し、体育館は文化祭ムード一色になりました。ステージでは、各クラスと交流文化部の音楽発
表の後、午後はクラス・クラブの催し物や委員会・総合学習等の展示発表などがありました。
　2日目は、3年生の模擬店やクラス・部活動などの企画発表がありました。締めくくりの閉祭式は、PTAと生徒会共催の
全校ビンゴゲーム大会で始まり、各企画での優秀クラス・優秀クラブ・優秀者の発表と表彰式が行われました。

日 月 火 水 木 金 土
1
○

2
○

3
×

4
×

5
○ 

6
○

7
×

8
○ 

9
○

10
× 

11
×

12
○

13
○

14
×

15
○

16
○

17
×

18
×

19
○

20
○

21
○

22
○

23
×

24
×

25
×

26
○

27
○

28
○

29
×

30
×

31
×

12 月カレンダー

　度会校舎図書館は、次の日
程で地域の皆さんに開放して
います。
○�午前 9 時～午後 5 時開放
×�地域開放日ではありません
・  開放日は会議などで変更す

ることがありますので、ご了
承ください。

・ Booklog で新着本情報をお
知らせしています。

　 http://booklog.jp/users/　watarailib

　10月18日、3限目から6限目に、1年生全員が参加し、体
育館で「English Camp」を行いました。
　「English Camp」とは英語に親しみ、いろいろな国（アメ
リカ・イギリス・シンガポール）の方と交流し、異文化に接し
てコミュニケーション能力を養おうというもので、毎年の恒例
行事です。県内のALT5人の協力を得て、チーム対抗でさま
ざまな英語を使ったゲームを行いました。
　初めは何となくぎこちなく遠慮気味の生徒たちでしたが、
ゲームが進むにつれ、ALTとお互いに打ち解け、最後には気
軽に英語で語りかける姿や、「また来年もALTに来てもらいた
い」といった声も聞こえ、楽しく英語を学ぶことができました。

　10月9日に山口県で行われた国民体育大会の少年共通女
子やり投げで、3年生の奥村つかさ選手が4位入賞を果たし
ました。昨年はユースオリンピックに出場を果たし、9位の成
績を残しましたが、一方ではけがにも悩まされ、全国大会での
入賞からは遠ざかっていました。今回が高校生活最後の全国
大会で、チャンスをものにできました。来年度からは中京大学
に進学予定でさらに精進してほしいと思います。
　また、10月29、30日の両日に、岐阜県の長良川陸上競技
場で行われた東海高校新人陸上競技大会に本校から3人が出
場しました。愛知、静岡、岐阜、三重の各県の新人大会の上位
6人の合計24人で試合をし、2人が入賞を果たしました。

　この冬も頑張って来年はインターハイでの本校
初入賞を狙います。応援よろしくお願いします。

男子円盤投（２年）
〈第２位〉　坂本大樹　４２ｍ４７
男子円盤投（１年）

〈第２位〉　村上　輝　５１ｍ４９
男子砲丸投（１年）

〈第１１位〉袖野佑吏　１２ｍ７９（自己新）

陸　上
競技部



わたらいClose UpわたらいClose Up

　　　

　　　
「全力で虐待防止」　 県知事メッセージを伝達

 　 「おばあちゃん ありがとう」 　お礼のプレゼント

町内各保育所園児　サツマイモ堀り体験
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　去る１１月４日、「子ども虐待防止啓発月間」の取り組みの一つ
として、県民の皆さんに子ども虐待防止に対する関心と理解を深
めてもらい、地域ぐるみで子どもを虐待から守ろうと、「子ども虐
待防止啓発キャラバン隊」が町を訪問し、県知事の児童虐待防止
メッセージを中村町長に、虐待防止啓発グッズなどを縄手副町長
に手渡しました。
　キャラバン隊が「全力をあげて子ども虐待防止に取り組み、三
重の子どもたちの命と未来と笑顔を守ります」と県知事のメッセー
ジを伝えると、中村町長は「子ども虐待防止に積極的に取り組み、
子どもたちが安心して幸せに暮らせる町づくりをめざします」と宣
言し、民生委員・児童委員協議会会長の德田守さんは「関係機
関との連携を強化、互いに協力し、児童虐待の早期発見、発生
の予防に努めます」と力強く決意表明をされました。

　去る１１月４日、中之郷保育所の園児４０人が、７年ほ
ど前から毎年、保育所に手作りの布草履を届けてくれる
山本福枝さん（日向）を訪問し、お礼のプレゼントを手
渡しました。
　園児からプレゼントを受け取った山本さんは「ありが
とう。一生の宝物にするわ」と嬉しそうに笑みを浮かべ、
園児らに布草履の作り方を見せてくれました。園児らは、
山本さんと楽しそうに話をしながら、布草履が出来上
がっていくようすを興味深そうに見つめていました。

　収穫の秋、町内各保育所の園児たちがそれぞれサツマイモ掘り体験を楽しみました。
　棚橋保育所には山本充祇さん（棚橋）が、中之郷保育所には長谷川元之さん（市場）が、園児のため
に畑を提供してくれました。また、長原保育所の園児たちは、農業振興事業の一環として、長原区の皆さ
んと、サツマイモ掘り体験を通して交流を図りました。
　園児たちは、土まみれになりながら、どんどんサツマイモを掘り当て、大物を見つけると高々と持ち上げ、

「見て、こんなに大きいのが採れたよ」と得意げに見せてくれました。
　採れたサツマイモは、園児たちにまんべんなく配られ、園児たちは喜んで家に持って帰りました。

やった！大物とったぞ（棚橋保育所） 甘くておいしいよ♪（中之郷保育所）上手に掘れるかな？（長原保育所）
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町商工会　町社会福祉協議会に発電機を寄贈
　去る１０月３０日、今年度で１２回目となった町商工会（杉本
喜助会長）チャリティゴルフ大会が、合歓の郷ゴルフクラブで
開催され、１５２人が参加しました。
　大会に参加した皆さんのご理解とご協力のもとに集められた
チャリティ募金などで購入した発電機２台が、１１月１０日、町
社会福祉協議会（中村会長）に寄贈されました。
　贈られた発電機は、災害や停電などの非常時に備えるととも
に、日常生活の困り事などを解決する『地域お助け隊』などの
ボランティア活動にも活用されます。
 ありがとうございました。

 　　　
県猟友会度会支部　キジを放鳥

　県猟友会度会支部（小岸政裕支部長）は、キジの個体
数確保を目的に、「狩猟鳥獣放鳥事業（キジ放鳥）」を実
施しました。
　支部会員や町職員は、獅子ヶ岳の鳥獣保護区内や注連
指、牧戸など、外敵が少なく、木の芽などのエサの豊富
な場所に合計２０羽のキジを次々に放しました。
　放たれたキジたちは、大空に向かって、元気よく羽ばた
いていきました。

 　　 ジュニアオリンピック　度会中から４人が出場！
　去る１０月２８日から３０日までの３日間、日産スタジアム（横浜市）で開催された第４２回ジュニア
オリンピック陸上競技大会に、同三重県大会で優勝した度会中学校の浦井崚自さん（３年）、林田珠
里那さん（２年）、服部洋代さん（２年）、山下実南さん（１年）が出場されました。

　男子３年１００ｍに出場し、好タイムを記録したものの、惜し
くも準決勝で敗れた浦井さんは「この大会に懸けていた。決勝
に進出できず悔しかった」と話してくれました。
　また、１１月３日に静岡スタジアムで開催され、東海地区ラン
キング上位選手のみが参加できる第２回エコパトラックゲームズ
へ招待された林田さんは、女子１００ｍで見事３位（１２秒６０）
に入賞されました。

■写真左から
　浦井　崚自さん　　（３年）
　服部　洋代さん　　（２年）
　林田　珠里那さん　（２年）
　山下　実南さん　　（１年）

【敬称略】
種　目 氏　名 成　績 記　録

男子 3 年 100 ｍ 浦井崚自 準決勝４位 11 秒 24
女子 2 年 100 ｍ 林田珠里那 予選４位 13 秒 13
女子ジャベリック 服部洋代 決勝５位 48 ｍ 25
女子 1 年走幅跳 山下実南 決勝 31 位   4 ｍ 67
男子共通 4 × 100 ｍリレー（県選抜） 浦井崚自 準決勝６位 43 秒 78
女子共通 4 × 100 ｍリレー（県選抜） 林田珠里那 予選５位 49 秒 49
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大地を震わせ 天に届け！！　太鼓祭「天鼓」

文化人権講演会に２２０人余
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　去る１１月５日、宮リバーわたらいパークを会場に、伊勢乃國鏡太鼓が主催する第５回神々の國太鼓祭「天
鼓」が開催されました。
　災害復興支援チャリティー公演として開催された今回の太鼓祭では、県内外から１６団体の太鼓チーム
が出場。大地を震わせ、天に届くような迫力あるパフォーマンスを披露し、親子で参加できるミニ太鼓づく
りコーナーや太鼓教室、出店もたくさん並び、会場内は大いに盛り上がりました。

　去る１１月１１日、町民体育館を会場に、落語家の桂福團治
さんを講師に迎え、度会町文化人権講演会が開催されました。
　講演会では、声帯ポリープを患い一時的に声を失った桂さ
んが、そこでくじけることなく、耳の不自由な方々にも落語
の楽しさを味わってもらえればと、新たな芸として「手話落語」
を編み出したことや、その苦悩、耳の不自由な子どもが手話
落語を聞いて初めて笑ってくれた喜びや感動などを、巧みな
話術でユーモアいっぱいに話してくれました。
　訪れた皆さんは「手話落語」にかける桂さんの情熱に共感
し、会場は笑いと優しい雰囲気に包まれていました。

　この取り組みは、（財）自治総合センターが
実施する「コミュニティ助成事業」を活用した
もので、青少年の健全育成に資することを目的に、宝くじの
普及広報活動の一環として助成されたものです。



わたらいC l o s e U pわたらいC l o s e U p
秋の火災予防運動週間　消防総合訓練を実施

芸術の秋 　町民文化祭に大勢が集う

13 広報わたらい（2011年 12 月号）

　去る１１月９日、医療福祉複合型施設わたらい（麻加江）で、同施設と
伊勢市消防本部の合同による消防総合訓練が実施されました。
　全国一斉秋の火災予防運動の一環として、防災意識の向上と施設職員の
連携強化を目的に実施された同訓練では、施設職員による初期消火訓練
や消防署への通報訓練、入所者の避難訓練、はしご付消防自動車や高規格
救急車などの消防・救急車両７台と消防職員１７人が駆けつけ、屋上からの
救出訓練や放水訓練など、実際の火災を想定した訓練が行われました。
　同施設法人事務局長の水口さんはこの日の訓練を振り返り、「訓練では
不手際もありましたが、今後は、初期消火や夜間の火災への対応、認知症の
方の避難誘導などをよりスムーズに行えるよう体制づくりに努めたい」と
話してくれました。

　去る１１月５、６日に、町民体育館や中央公民館、
度会中学校体育館を会場に、第３１回町民文化祭
が開催され、大勢の方々が会場を訪れました。

 作品展・各種コーナー
　作品展の主会場となった町民体育館では、書道、
写真、絵画、手工芸など、各部門の力作約６７０点
が並べられ、訪れた皆さんを魅了していました。
　中央公民館では、ごみの分別とリサイクルについ
て学んでもらおうと「ごみ分別相談コーナー」や、
度会町食生活改善推進協議会の皆さんによる「健
康食試食コーナー」が開催されました。また、古く
からの伝統文化を伝えようと、月の会と有志の皆さ
んにより「お茶席」が設けられ、訪れた皆さんは抹
茶の爽やかな香りとまろやかな甘みを楽しんでいま
した。

 グラウンドゴルフ・芸能発表会
　度会中学校グラウンドでは、第２２回度会町民
グラウンドゴルフ大会が開催され、参加者は、心
地よい汗をかきながら、グラウンドゴルフを楽しみ
ました。
　度会中学校体育館では、芸能発表会が行われ、
よさこいソーランや舞踊、詩吟、大正琴など、出演
者は日ごろの練習の成果を披露し、最終演目の民
踊「安来節」では、会場の笑いを誘っていました。
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こ
ど
も
相
談
を
開
催

　

お
子
さ
ん
に
関
す
る
心
配
事
な

ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
町
で

は
『
こ
ど
も
相
談
』
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
開
催
日
時

　

12
月
26
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

●
開
催
場
所

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員

　

�

千
種
純
子
先
生（
臨
床
心
理
士
）

●
申
込
期
間

　

12
月
12
日
（
月
）
～
14
日
（
水
）

※
要
予
約

●
対
象
者

　

�

乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
学
生
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
相
談
内
容

　

�

育
児
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
言

葉
、
不
登
校
、
落
ち
着
き
が
な

い
な
ど

●
費
用

　

無
料

※�

相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

　

役
場
福
祉
保
健
課

　

☎
６
２

−

１
１
１
２

お
母
さ
ん
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
講
座
『
ク
リ
ス
マ
ス
用
お

菓
子
作
り
教
室
』
を
開
催

●
開
催
日
時

　

12
月
19
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

●
受
付
時
間

　

午
前
９
時
15
分
～

●
開
催
場
所

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
講
師

　

茂
谷
順
子
氏

●
内
容

　

ク
リ
ス
マ
ス
用
お
菓
子
作
り

●
対
象

　

子
育
て
中
の
方

●
定
員

　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費

　

３
０
０
円

●
申
込
期
間

　

12
月
５
日
（
月
）
～
15
日
（
木
）

●
託
児

　

あ
り

●
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
・
問
合
先
　

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
３

−

０
０
７
０

お
せ
ち
料
理
講
習
会
を
開
催

　

度
会
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
で
は
、
お
せ
ち
料
理
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　

12
月
20
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

●
開
催
場
所

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
限

　

12
月
13
日
（
火
）

●
参
加
費

　

６
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先

　

役
場
福
祉
保
健
課

　

☎
６
２

−

１
１
１
２

町
立
学
校
の
参
観
を
ど
う
ぞ

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、町
民
の

皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
や
中
学
校
の
よ
う
す
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
後
期
開
放
日
時

　

１
月
11
日
（
水
）～
13
日
（
金
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で
随
時

※
た
だ
し
、水
曜
日
は
正
午
ま
で

●
開
放
校

　

度
会
小
学
校
、度
会
中
学
校

●
対
象
者

　

度
会
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

●
そ
の
他

・�

駐
車
場
や
学
校
の
出
入
口
は
、

各
校
の
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

・�

受
付
で
名
簿
に
氏
名
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
（
携
帯
電
話

を
含
む
）
に
よ
る
授
業
の
撮
影

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
６
２

−

２
４
２
２

第
22
回
度
会
町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

●
開
催
日
時

　

１
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

●
受
付
時
間

　

午
前
８
時
～

●
開
催
場
所

　

度
会
中
学
校
体
育
館

●
参
加
対
象

　

�

町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
勤

務
者
で
男
女
別
に
編
成
し
た

チ
ー
ム

●
参
加
費

　

１
チ
ー
ム
に
つ
き
５
０
０
円

●
募
集
期
限

　

１
月
４
日
（
水
）

●
申
込
方
法

　

�

参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、町

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
持
参
す

る
か
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
申
込
書
は
、町
教
育
委
員

会
事
務
局
窓
口
で
取
得
で
き
ま

す
。

※�

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
６
２

−

２
４
２
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
２

−

１
６
４
７

県伊勢庁舎の
建て替えに伴う移転

　県伊勢庁舎の建て替えに伴い、業務
場所が移転されます。
　詳しくは、「県政だより」１２月号１４
ページをご覧ください。

伊勢県民センター総務・生活課
☎２７-５１１１

問合先
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広
報
文
芸
西
野
た
け
し
指
導

恙つ
つ
がな

く
玉
ね
ぎ
植
ゑ
し
文
化
の
日

	

麻
加
江	

辻
本
久
美
子

秋あ
き

灯と
も

し
消
し
た
る
部
屋
の
墨す

み

匀
ふ

	

葛
原	

中
井
　
和
子

吊
し
柿
廂ひ

さ
しは
風
の
通
り
道

	

麻
加
江	

中
嶋
　
久
子

連
れ
立
ち
て
一
日
の
旅
や
秋
の
寺

	

大
野
木	

西
村
　
　
永

愛あ
い

着ち
ゃ
くの
墨
の
片
減
り
秋し

ゅ

燈う
と

下う
か

	

立
岡	

牧
　
　
明
子

か
ぐ
や
姫
ゐ
さ
う
な
竹ち

く

林り
ん

神
の
留
守

	

棚
橋	

松
本
　
貞
子

友
情
は
杖
の
如
し
や
冬
ぬ
く
し

	

田
間	

村
山
　
和
美

白
菊
や
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

の
指
の
反そ

り

	

牧
戸	

井
戸
本
つ
た

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

茶
の
実
句
会
抄

　地域交流センター図書室は、誰でも利用でき
ます。ぜひ一度お越しください。

▼貸  出  日　毎週土曜日午後1時～5時

▼開館時間　午前8時30分～午後5時

▼休  館  日　�日曜・祝日・年末年始（１２月２９日
（木）～１月３日（火））

▼問  合  先　町地域交流センター　☎ 63-0070

「ぱくっ」   
せきゆうこ／作・絵
　四季のある日本ならではの行事や食べ物が色
鮮やかに描かれています。とてもかわいくて、
おいしそうなごちそうばかり。日本に生まれて
幸せに感じます。大人から子どもまで楽しめる
１冊です。

お薦めの絵本 BOOK図書室だより

12月11日（日）～20日（火）
運動の重点
 ● 子どもと高齢者の交通事故防止
●�全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

●飲酒運転の根絶

交通安全啓発活動を実施
　町では、年末の交通安全県民運動期間中に交
通安全啓発活動の一環として交通安全ミルミル
ウェーブ（メッセージボードを使って、運転手な
どに交通安全を啓発する活動）を実施します。

▼実施日時　12月17日（土）午前9時30分～

▼実施場所　�県道伊勢大宮線（尾崎タイヤ前）
県道伊勢南島線（南中村地内）

▼問  合  先　役場総務課　☎ 62-1111

年末の交通安全県民運動

15 広報わたらい（2011年 12 月号）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
分

別
収
集
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
を
分
別
収
集
し
、
伊
勢

広
域
環
境
組
合
（
度
会
町
を
は
じ

め
４
市
町
で
構
成
）
か
ら
公
益
財

団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
を
通
じ
て
、
文
房
具
や
日

用
雑
貨
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
容
器
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
市
町
村
が

質
の
高
い
分
別
収
集
を
行
い
、
リ

サ
イ
ク
ル
促
進
に
努
め
た
際
に
は

同
協
会
か
ら
「
再
商
品
化
合
理
化

拠
出
金
」
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
９
月
に
は
、
平
成
22

年
度
分
と
し
て
、
伊
勢
広
域
環
境

組
合
に
約
２
２
，
０
４
８
千
円
が

支
払
わ
れ
ま
し
た
。
支
払
わ
れ
た

拠
出
金
は
、
４
市
町
の
負
担
金
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
み
の
分
別
、
資
源

化
の
推
進
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
合
先

　

役
場
生
活
環
境
課

　

☎
６
２

−

２
４
１
５

『
伊
勢
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
』

を
開
催

　

地
域
や
性
別
、
年
齢
な
ど
を

超
え
た
友
情
の
輪
を
広
げ
る
と
伴

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
音
楽
と
触

れ
合
う
機
会
を
提
供
し
、
音
楽

文
化
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、『
伊
勢
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー

ト
』
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

　

12
月
25
日
（
日
）

●
開
演
時
間

　

午
後
２
時　

※
午
後
１
時
30
分
開
場

●
開
催
場
所

　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

●
演
奏
曲
目

　

�

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
交
響

曲
第
九
番
」
全
曲
ほ
か

●
入
場
料

・
前
売
り
券　

１
，６
０
０
円

・
当
日
券　
　

１
，８
０
０
円

※�

入
場
料
の
う
ち
１
０
０
円
を
東

日
本
大
震
災
被
災
地
へ
義
援
金

と
し
て
送
付
し
ま
す
。

※
全
席
自
由
席

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先

　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

　

☎
２
８

−

５
１
０
５

●
問
合
先

　

伊
勢
志
摩
第
九
実
行
委
員
会

　

実
行
委
員
長�

富
田

　

☎
２
４

−

６
１
４
５
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保健情報
問合先　町保健センター
　　　　☎ 62-1112

まで

子育て
支援情報
子育て
支援情報
問合先  町地域交流セ

ンター    ☎63-0070

　　　  または役場福
祉保健課 ☎62-1112

障害者相談支援センターバザールわたらい産直市 12 月の町税

地元産の新鮮な野菜やお
茶、手作りお菓子、漬け物
などを販売しています。
多数のご来店をお待ちして
います。

固定資産税　　　　第３期
国民健康保険税　　第８期

●開催日時　
　毎週日曜日�午前9時～11時
●開催場所
　宮リバー度会パーク
　バザールわたらい
●問合先
　役場産業振興課�☎ 62-2416

※�口座振替日は、12 月 26 日
（月）です。預貯金残高の確
認をお願いします。

広報わたらい（2011年 12 月号） 16

子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

わたっこ広場開放 地区巡回広場わたぼうし

１月25日（水）ひよこグループ
１月26日（木）うさぎグループ
時間：�午前 10時 30分～�

�正午ごろ
場所：町子育て支援センター
　　　※初回のみ要申込み

月曜日～金曜日
時間：午前 9時 30分～
　　　午後 2時 30分
場所：町子育て支援センター
対象：�保育所に行っていない
　　　お子さん
※�多目的ホールが事業で使用
できないときは、創作活動
室をご利用ください。

１月 12 日（木）
町地域福祉センター 一之瀬支所

1月 19 日（木）
　麻加江生活改善センター
時間：午前 10時～
　　　11時 30分ごろ
内容：保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：�保育所に行っていない
　　　お子さん

３歳６か月児健診

乳児健診 育児相談
（保健相談および栄養相談）

１月 18 日（水）
受付：午後０時３０分～
　　　　　０時４５分
場所：町保健センター
対象：�平成20年５月・６月
　　　生まれのお子さん

１月１８日（水）
受付：午後１時００分～
　　��１時２０分
場所：町保健センター
対象：
・２か月児健診
�平成23年11月生まれの
　お子さん
・７か月児健診
�平成 23 年６月生まれの
　お子さん

１月６日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：�０歳から６歳までの
　　　お子さん

『ブレス』巡回相談

●開催日時　
　12月２日（金）・16日（金）
　午前 10時～午後 4時
●開催場所
　役場 1階第 1会議室
●申込・問合先
　役場福祉保健課
　☎ 62-2413　または
　伊勢・度会地区障害者相談
　支援センター『ブレス』
　☎ 20-6525
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暮らしガイド

17 広報わたらい（2011年 12 月号）

■度会町役場
　開庁時間�am8：30～ pm5：15��
　※昼の休憩時間は 2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。

　●総務課�……………（代）62-1111
　・行政係
　・財政係
　●政策調整室�……………62-2423
　●税務住民課
　・戸籍住民係……………62-2411
　・年金保険係……………62-2412
　・住民税係………………62-2414
　・資産税係………………62-2414
　●福祉保健課
　・福祉係…………………62-2413
　・支援係
　　（地域包括支援センター）�……62-1118
　・保健係（保健センター）�……62-1112
　●生活環境課�……………62-2415

　●建設課�…………………62-2420
　●産業振興課
　・農林係…………………62-2416
　・振興係…………………62-2416
　●出納室�…………………62-2410
　●議会事務局�……………62-1113
　●教育委員会事務局
　・学校教育係……………62-2422
　・社会教育係……………62-2422
　●夜間・休日宿日直室� …62-1114
■保育所
　●棚橋保育所�……………62-0074
　●長原保育所�……………64-0022
　●中之郷保育所�…………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

おめでた

おくやみ

Life Guide

　糖尿病予防には、自分に合った適量の食事をバランスよく摂ることが大切です。
１日３食、規則正しく、ゆっくりよくかんで、間食や夜食は控えましょう。
　適量の食事かどうかの簡単な目安は、体重が増えていないかチェックすることで
す。毎日、体重計に乗る習慣をつけましょう。また、食事の順番を①野菜料理、②
たんぱく源（魚、肉、卵、大豆製品料理など）、③炭水化物（ごはん、パン、麺類など）
とすることで、ゆっくり消化吸収され、食後の高血糖を抑える効果があります。

若鶏ささみ …………… ４本
酒……………………… 小さじ１
塩……………………… 小さじ８分の１
片栗粉 ……………… 小さじ２
焼きのり ……………… １枚
サラダ油 ……………… 小さじ２
しょうゆ ……………… 小さじ２
みりん ………………… 小さじ２
水……………………… 小さじ２
青しそ ………………… ４枚
粉さんしょう ………… 適量
ミニトマト …………… ４個

①�ささみは観音開きにし、筋を取って酒と塩を振り、包丁の背で軽くた
たいて平らにし、片栗粉をまぶす。

②のりを４等分し、①のささみの片面に付ける。

③�フライパンに油を熱し、②をのりを下にして焼く。のりがちりちりし
てきたら裏返して、中火で焼き色を付ける。

④�ささみに火が通ったら、Ａを合わせて回し入れ、味をからめながら照
りを付ける。

⑤�切り分けて、青しそを敷いた器に盛り付け、ミニトマトを添え、好み
で粉さんしょうを振る。

糖尿病を予防する料理   ささみの蒲焼き

材料（４人分） 作り方

シリーズ
今夜の夕食
シリーズ
今夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

A

…

10 月中に届出のあった方（敬称略）
	 名　前	 年	齢	 字　名
縄手	條一　　　	79　　注連指
奥井	喜子　　　	99　　立花
福井	金四郎　　	90　　平生
安田	光雄　　　	92　　棚橋
福井	滝雄　　　	87　　大野木
土村	お よ　　	81　　大野木
中井	眞平　　　	77　　葛原
久保	勝　　　　	86　　中之郷
長谷川	金生　　	91　　大野木 年末年始 役場閉庁日　　１２月２９日（木）～１月３日（火）

10 月中に届出のあった方（敬称略）
	 子の名前	 保護者名	 字　名

森見　創
そういち
一	 学	 麻加江

山北　学
がく
	 智弘	 平　生　

中村心
こ こ な
々絆	 孝	 棚　橋　

大西明
あ す な
日菜	 史明	 棚　橋　

山本　心
し え
栄	 有也	 大野木

福浦　仁
じんせい
声	 俊行	 大野木

藤田結
ゆ ゆ か
由花	 一久	 上久具

横平　珠
み あ
杏	 隆行	 川　口　
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自
然
保
護
の
た
め
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こ
の
広
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油
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イ
ン
キ
を
使
用
し
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す
。

「おいしかったよ」
一番茶を味わう子どもたち
　去る１０月２７日、町茶業組合が、町内３保
育所の年長組、度会小学校２・５年生、度会中
学校１年生の子どもたちを対象に、「次世代

緑茶愛飲推進事業」を開催しました。
　ペットボトルのお茶が普及する中、次世代を担う子どもたち
に一番茶のおいしさを認識してもらい、地産地消を推進しよ
うと取り組まれ今年で３年目。
　棚橋保育所の園児らは、急須から注がれるお茶を興味深そ
うに見つめ、コップのお茶をすべて飲み干すと「おいしかった
よ」と空のコップを見せて、何度もおかわりをしていました。
　皆さんのご自宅でも、急須で淹れたお茶で、ほっと一息し
てみてはいかがでしょうか。

今月の
表紙
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祭り開催までの準備や当日のスタッフとしての活動
などを通して、チーム一人ひとりの絆がさらに深ま
りました。もっとたくさんの方に、伊勢乃國鏡太鼓、
太鼓祭「天鼓」を知ってもらって、和太鼓の魅力を
感じ、その感動を味わってほしいです。

太鼓祭「天鼓」を開催して

太鼓は誰が叩いても音の出る楽器ですが、演奏者
全員の音を合わせることはとても難しいことです。
呼吸、力、スピード、全員の息がぴったり合ったと
きの音、それを体で感じとれることは何ものにも代
え難い魅力があります。

鏡太鼓の魅力は

　　牛草山の登山道を歩いて
いくと、一輪の「リンドウ」に出会い

ました。青い釣り鐘型の小さな花を咲かせる「リンド
ウ」。その愛らしさに思わずシャッターを切りました。
　また、町美化センター敷地内には、のり面にたくさ
んの「リンドウ」が花を咲かせ、職員により大切に育
てられています。
　「リンドウ」は、登山道などに見られる山野草で、
特に珍しい花ではありませんが、町の花に指定された
ことで、より身近に、愛着を感じるよ
うになりました。
　「リンドウ」の花が町のシンボルとし
て皆さんに愛され、町中で咲き誇る
ことを期待します。

編 集 後 記
町のうごき
平成23年10月31日現在
(　) 内は前月比

■�人�口
  男……… 4,325 人 ( － 6)
 女……… 4,606 人 ( － 1)
   計……… 8,931 人 ( － 7)
  世帯数…2,839 世帯 ( ＋ 3)

   出生…………  8 人
  死亡…………10 人
転入…………10 人
 転出…………15 人

度会町

南
みなみ

 利
と し

昌
ま さ

さん（長原）39 歳
　伊勢乃國鏡太鼓のメンバーとして活躍する南
利昌さん。
　南さんのパフォーマンスは見る者を魅了し、１１
月５日に開催された第５回神々の國太鼓祭「天
鼓」でも圧倒的な存在感とパフォーマンスを見せ
てくれました。

豊かな自然やたくさんの歴史、伝統文化がある魅力
的な町だと思います。鏡太鼓の演奏で遠征するとき
は、町の観光パンフレットや特産品のお茶を配った
りして、町をＰＲしています。たくさんの方に度会町
に来てもらえればと思っています。

度会町について

中学校の同窓会で、友人から誘われました。子ど
ものころからいつか和太鼓をやってみたいという夢
があったので、すぐに決意しました。

鏡太鼓を始めたきっかけは
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